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ひとみ かがやく 夏休みに 

 
                                    

 「○○○ってなんですか」「すごい！」「なんでだろう・・・」 

 １１日に６年生の社会科見学に引率に行った際、子供たちから上記の言葉がたくさん聞

こえました。都内の風景を説明している担任の言葉、国会議事堂で説明くださる係の言葉に

反応していました。担任は子供たちの疑問に「調べてみてください」と何度も返していまし
た。「好奇心」を大切にしつつ、自分で解決する力を育成したい思いからでしょう。 

「夏休みは、普段できない体験を…」なんていう言葉をよく耳にしますが、特別なことで
はなく、「好奇心」「挑戦」「我慢」３つの心を育んでほしいです。子供たちには様々なこ

とに「なんだろう・なんでだろう」と思う心を大切にしてほしいと思います。 
 

先日「なにしているんですか」「咲き終わった（マリーゴールド）花殻を摘んでいるだよ」

「なんで摘まないとだめなんですか」と子供たちから質問がありました。生活の中の「好奇

心」は豊かな心を育む大切な心です。インターネットの普及で、私達の生活は自分の部屋か
ら出なくても世界各国の情報を手に入れることができるようになりました。ワールドワイ

ドになった反面、動画サイトだけを見る人々も増え、視野の狭い自分の世界にしてしまって
いる側面も見られます。ぜひ、多くの生活体験、自然体験、外遊びを体験し新しい世界に触

れる機会を作ってあげていただきたいです。また、図書館や本屋さんに出かけてみるのもい

いです。新しい「なんだろう・なんでだろう」をたくさん見つけるのもいいでしょう。そし

て、夏休み中「デジタルデトックス」に取り組んでみてください。「デジタルデトックス」
とは、スマホやテレビゲーム、パソコンなどから距離を置き、自然とのふれあいや体を動か

すこと、家族と話すこと、本を読むことなどに時間をとってみましょうという取組です。全

く使用をしない…ということではなく使用時間にメリハリをつけ、減らすだけでも、脳の疲

労が取れイライラや漠然とした不安が解消された事例が多く報告されています。見なくて

もいい時は見ない、やらなくてもいい時はやらない…ふと、手持ち無沙汰になったときにデ

ジタルに手を伸ばさないよう、大人も自ら「好奇心」を持ち「我慢する心」に「挑戦」し

てみるのはいかがでしょうか。「ひとみ かがやく 夏休み」から、2学期へつなぎたい

と思います。 
 

夏休み期間中は、校舎壁の塗り替え、屋上防水工事が始まります。暑さの中に工事をして

くださる皆さんの安全を祈り、子供たちのけがや水の事故・交通事故等がないことを祈りつ

つ、8月２５日（木）に子供たちと元気に再会できますことを楽しみにしております。 
 

                              校長 村越 澄子 
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